
２ 

図１のように，㋐～㋙までの 10 地点と公園を結ぶ道があります。公園から出発して㋐～㋙の 10 地

点を 1 回ずつ通り，再び公園に戻ってくるためには，どの線を使ってどの順番で 10 地点を回ればよい

ですか。ただし，1 度通った道を 2 回以上利用してはならず，図２のようにまっすぐな道を途中で折れ

曲がって進むこともできません。また，㋒の地点よりも㋐の地点の方を先に訪れるものとします。 

 (図１) (図２) 

 

【解答】㋖→㋕→㋙→㋐→㋑→㋘→㋗→㋔→㋒→㋓ 

【解説】幼稚園のときによくやった迷路ではないので，何も考えず“できるかなぁ～できへんかなぁ

～”は…。何に着目できるかですよ。 

まずは「一筆書き」の発想から，公園が始点＝終点となるので，公園だけ“奇点”，その他の 10 地点

は“偶点” とならなければなりません。 

ここで，㋓，㋖に関して，この 2 地点は公園からの道とその他地点に向かう道の 2 本しか出ておら

ず，公園から 

“出る道”と“戻る道”は㋓，㋖からの道であることが決まります。 
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つまり，その他の公園から出る道はすべて使うことがないと分かり，図２まで情報を絞ることができま

す。次に，図２ではまだ“奇点”になってしまっている㋑，㋕に関して議論を進めます。 

まず㋑に関して，㋑と㋘を結ぶ道を消してしまうと，㋘から出る道が 1 本しか残らず，この道は必ず使

う必要があり，図３のルートは用いることが分かります。 

同様に，㋕に関しても，㋕と㋙を結ぶ道は必ず使う必要があるので，図４までルートを確定することが

できます。 

 

図

５さらに，㋑，㋕は使うことが確定した道で偶点になれるの

で，残った 1 本の道はそれぞれ消すことができます。(図５参

照) 

ここまでくれば問題ありませんね。あとは問題条件にある㋐ は㋒

よりも先に訪れる条件を満たすことを考えればよく，以下のように

進むことに決まります。 

㋖→㋕→㋙→㋐→㋑→㋘→㋗→㋔→㋒→㋓ 

図 ３ 図 ４ 
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